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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
日
本

は
も
と
よ
り
、
世
界
中
に
蔓ま
ん
延え
ん
し
、
多
く
の
感
染

者
に
溢
れ
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
も
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
言
葉
は
知
っ
て
い
ま
し

た
が
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
で

の
感
染
を
視
野
に
入
れ
た
も
の
と
い
う
認
識
で
し

た
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
も
当
初
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
宣
言
し

ま
せ
ん
で
し
た
し
、
誰
が
一
年
前
に
こ
れ
ほ
ど
ま

で
の
感
染
を
予
想
し
た
で
し
ょ
う
か
。
現
代
の
よ

う
に
、
世
界
中
に
航
空
網
が
張
り
巡
ら
さ
れ
た
時

代
で
は
、
過
去
に
起
き
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
は
感

染
拡
大
の
ス
ピ
ー
ド
が
格
段
に
違
い
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
こ
の
緊
急
事
態
に

鑑
み
各
国
が
競
っ
て
開
発
を
進
め
て
お
り
、
昨

年
12
月
中
に
接
種
を
開
始
し
た
国
も
出
て
き
ま

し
た
。
国
内
に
お
い
て
も
、
本
年
前
半
に
は
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
が
開
始
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

接
種
方
法
は
、
政
府
が
方
針
を
決
定
次
第
、
各

市
町
村
に
示
さ
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
本

町
に
お
い
て
も
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
町
の
令
和
３
年
の
主
な
事
業
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
ず
、
こ
こ
数
年
か
け
て
進
め

て
き
た
学
校
再
編
に
つ
き
ま
し
て
は
、
４
月
か
ら

西
部
地
区
の
３
小
学
校
を
再
編
し
た
「
西
の
杜

小
学
校
」
が
開
校
し
、
隣
接
す
る
紫
波
第
三
中
学

校
と
の
小
中
一
貫
校
「
紫
波
西
学
園
」
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
昨
年
中
に
、
上
平
沢
小
学
校
の

多
目
的
ホ
ー
ル
を
改
修
し
て
、
新
た
に
３
つ
の
教

室
を
作
り
ま
し
た
。
ま
た
、
西
部
地
区
と
し
て
は

初
め
て
と
な
る
、
片
寄
方
面
２
台
、
水
分
方
面
２

台
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
８
月
か
ら
建
設
工
事
に
着
手
し
て
お
り

ま
す
、
施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校
「
紫
波
東
学

園
」
の
新
校
舎
が
、
今
年
８
月
に
完
成
す
る
予
定

で
す
。
８
月
の
夏
休
み
を
利
用
し
て
、
ま
ず
紫
波

町長
メッセージ

新春
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第
二
中
学
校
の
引
っ
越
し
を
行
い
、
そ
の
後
９
月

に
現
校
舎
を
解
体
し
、
跡
地
に
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
正
門
を
新
設
し
ま
す
。
そ
し
て
、
令
和
４
年
４

月
に
、
東
部
地
区
の
５
小
学
校
を
再
編
し
、
「
紫

波
東
小
学
校
」
を
開
校
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
に
伴
い
ま
し
て
、
東
部
地
区
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス

運
行
に
つ
い
て
も
再
検
討
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

学
校
再
編
後
の
、
７
つ
の
小
学
校
の
跡
地
活
用

に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
月
に
策
定
を
予
定
し
て
い

る
「
紫
波
町
学
校
跡
地
活
用
基
本
方
針
」
に
基
づ

き
、
利
活
用
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

旧
役
場
庁
舎
は
民
間
事
業
者
に
よ
り
、
現
在
解

体
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
跡
地
に
は
温
浴
施

設
を
中
心
に
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
シ
ー

ド
ル
醸
造
所
、
飲
食
施
設
が
入
る
複
合
型
施
設

「
ひ
づ
め
ゆ
」
が
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。
令

和
４
年
４
月
の
開
業
を
目
指
し
て
事
業
が
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
年
内
に
は
そ
の
姿
が
現
れ

て
く
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
旧
紫
波
郡
役

所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
の
文
化
財
指
定
に
向
け

て
、
県
に
働
き
か
け
て
お
り
ま
す
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連

で
は
、
カ
ナ
ダ
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
予
定
で
は
本
年
の
７
月
と

８
月
に
、
カ
ナ
ダ
の
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

と
女
子
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の

事
前
キ
ャ
ン
プ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
て
、
一
年
遅
れ

と
な
る
開
催
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
か
ら
、
い
よ
い
よ
第
三
次
総
合

計
画
を
形
に
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
総
合

計
画
で
は
、
５
つ
の
柱
を
立
て
て
お
り
ま
す
。
１

つ
目
は
「
誰
も
が
そ
の
人
ら
し
く
健
や
か
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
」
、
２
つ
目
は
「
豊
か
な
環
境
と
町
の

魅
力
を
生
か
し
た
な
り
わ
い
が
あ
る
ま
ち
」
、
３

つ
目
は
「
自
然
と
調
和
し
た
安
全
で
快
適
な
ま

ち
」
、
４
つ
目
は
「
郷
土
を
愛
し
未
来
を
切
り
拓

く
人
に
満
ち
た
ま
ち
」
、
そ
し
て
５
つ
目
は
「
多

様
性
と
つ
な
が
り
の
あ
る
暮
ら
し
心
地
の
良
い

ま
ち
」
で
す
。
こ
の
５
つ
の
柱
に
基
づ
き
、
こ
れ

ま
で
進
め
て
き
た
「
循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り
」
と

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
取
り
組
み
を
継
続
・

深
化
さ
せ
な
が
ら
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の
多
様
性

を
強
み
に
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、
我
々
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
と
い
う
未
曽
有
の
国
難
に
直
面
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
顕
在
化
し

た
東
京
一
極
集
中
の
弊
害
や
リ
ス
ク
も
見
え
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
将
来
続
く
人
口
減
少
、
激
甚
化

す
る
自
然
災
害
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り

ま
す
が
、
克
服
し
て
い
く
そ
の
先
に
、
希
望
の
未

来
が
拓
け
て
く
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
第
三
次
総
合
計
画
を
確
実
な
形
に
現

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

紫
波
町
長　

熊
谷　

泉

令和2年12月 彦部地区からドローン撮影

3 2021年1月号
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2班

1班

3班

4班6班

7班

5班

8班

称名寺

←至花巻

至盛岡→

自
主
防
災
部
の
大
き
な
特
徴

２
人
８
組
で
避
難
を
口
頭
伝
達

　
自
主
防
災
部
の
活
動
の
中
で
最
も
注
目
し
た
い

の
が
、
情
報
班
に
よ
る
避
難
情
報
の
連
絡
方
法
で

す
。
情
報
班
は
、
地
区
内
の
災
害
発
生
状
況
を
確

認
し
ま
す
。
避
難
に
つ
い
て
は
必
要
に
応
じ
、
情

報
班
が
主
と
な
り
、
２
人
８
組
で
避
難
情
報(

自

主
避
難
、
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
、
避

難
勧
告
、
避
難
指
示)

を
口
頭
で
伝
達
し
ま
す
。

地
区
内
を
８
つ
の
班
で
分
担
し
、
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ

ス
）
な
ど
デ
ジ
タ
ル
手
段
が
便
利
な
時
代
に
あ
っ

て
も
、
口
頭
伝
達
を
優
先
し
て
い
ま
す
。

●主な活動事項
(1) 防災組織の編成及び役割について
(2) 防災知識の普及について
(3) 地区内の危険箇所点検について
(4) 防災訓練の実施について
(5) 情報の収集、伝達について
(6) 現場応急対策について
(7) 避難支援について
(8) 避難誘導について
(9) 自主避難について※避難行動要支援者の対象者は、独居高齢者、高齢者世帯、

要介護認定者、重度身体障がい者などです。

●
平
成
25
年
8
月
9
日

　集
中
豪
雨
発
生

　地
区
住
民
が
自
主
的
に
水
害
対
処
活
動
を
実
施

　

　⇒

集
中
豪
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
を
契
機
に
防
災
意
識
が
高
ま
る
　

●
平
成
27
年
６
月
16
日
　
突
発
的
集
中
豪
雨
発
生

●
平
成
28
年
10
月
よ
り
自
主
防
災
組
織
の
結
成
に
つ
い
て
検
討
委
員
会
実
施
　

　⇒

独
立
組
織
と
せ
ず
、公
民
館
事
業
の
活
動
組
織
と
す
る
こ
と
を
提
案

●
平
成
29
年
4
月
22
日
　
漆
立
自
治
公
民
館
自
主
防
災
部
結
成
　

　⇒

年
1
回
の
幹
事
会
開
催
：
自
主
防
災
部
の
活
動
に
つ
い
て
企
画
運
営
を
検
討

　
　
活
動
計
画
／
防
災
訓
練
／
研
修
会
／
講
演
会
な
ど

●
平
成
29
年
6
月
　
避
難
行
動
支
援
者
、登
録
者
確
認（
随
時
申
込
可
能
）

●
平
成
29
年
7
月
9
日

　初
の
自
主
防
災
部
防
災
訓
練
開
催

　⇒

片
寄
小
学
校
へ
の
避
難
訓
練
　
39
人
参
加

●
平
成
29
年
7
月
9
日

　地
区
内
の
危
険
箇
所
の
点
検
活
動

　

●
平
成
30
年
3
月
　
自
主
防
災
部
講
習
会

●
平
成
30
年
7
月
　
自
主
防
災
部
防
災
訓
練

　⇒

地
区
内
を
8
班
に
分
け
て
口
頭
伝
達
の
訓
練
を
実
施

●
平
成
30
年
9
月
　
台
風
24
号
接
近
に
よ
る
避
難
準
備
・

　
高
齢
者
等
避
難
開
始
情
報
を
全
戸
に
口
頭
伝
達

●
平
成
30
年
10
月
　
自
主
防
災
部
講
習
会
　

●
令
和
元
年
8
月
　
自
主
防
災
部
防
災
訓
練

　⇒

避
難
情
報
伝
達
訓
練
、要
避
難
者
支
援
訓
練
、避
難
所
世
話
係
訓
練
な
ど
を

予
定
し
た
が
、高
温
注
意
情
報
が
発
表
さ
れ
、熱
中
症
防
止
の
た
め
中
止

●
令
和
元
年
10
月
　
令
和
2
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
申
請
　

●
令
和
2
年
4
月
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
採
択
さ
れ
、防
災
機
器
を
整
備

●
令
和
2
年
8
月
30
日

　防
災
機
器
の
展
示
と
防
災
訓
練（
無
線
交
信
訓
練
を
含

む
）を
実
施

　平成25年8月9日に発生した集中豪雨や平成27年6月16日に発生した突
発的集中豪雨などをはじめとした自然災害が、近年多くなっています。こうし
た自然災害から住民の命を守る手段の一つとして、町は町内会や自治公
民館などを単位とした自主防災組織の取り組みを推進しています。
　今回は、先進的な取り組みとして「漆立自治公民館自主防災部（以下、
自主防災部）」の活動を紹介します。

地域が共に助け合う自主防災

漆立自治公民館自主防災部の活動

町内の先進的な自主防災活動を紹介します！

地区内の住居戸数……………42戸
人口………………………… 144人
65歳以上の住民 ……………65人
高齢化率 …………………約45％
　地区の地形は、奥羽山脈の裾野
に位置し、山ひだから3本の沢が流
れています。山沿いに東北自動車道
が南北に通り、これと並行して農業
用幹線水路が居住地の山側を通っ
ています。

自
主
防
災
活
動
は

漆
立
自
治
公
民
館
事
業
の
一
部

　
漆
立
地
区
で
の
自
主
防
災
活
動
は
、地
区
の
現

状
を
踏
ま
え
住
民
に
過
度
な
負
担
を
掛
け
な
い
よ

う
に
自
治
公
民
館
事
業
の
一
部
と
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。自
主
防
災
組
織
の
役
員
は
、新
た
な
役
員
を

選
出
せ
ず
に
、自
治
公
民
館
長
、行
政
区
長
、農
家

組
合
長
、会
計
担
当
を
充
て
る
方
法
を
採
用
。自
主

防
災
組
織
の
名
称
を
漆
立
自
治
公
民
館
自
主
防
災

部
と
し
ま
し
た
。

漆立自治公民館
自主防災部活動計画（抜粋）

自主防災部の組織編成および役割

こ
れ
ま
で
の
主
な
活
動
経
緯

漆立地区の状況

身
の
丈
に
あ
っ
た

防
災
活
動
を
展
開

　
自
主
防
災
部
は
、台
風
、梅
雨
前
線
、突
発
的
集

中
豪
雨
、秋
雨
前
線
な
ど
に
よ
る
水
害
と
そ
れ
に

よ
る
土
砂
災
害
に
対
し
て
、身
の
丈
に
合
っ
た
防
災

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

部長・副部長

情 報 班
情報の収集・伝達

現場応急対策班
土のう積

避難支援班
避難行動要支援者の避難支援

避難誘導班
地区民の避難誘導など

平成29年7月9日防災訓練（片寄小学校）
平成25年8月9日
公民館付近の交差点が浸水

平成29年7月9日
危険箇所点検

（令和2年12月末現在）
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2班

1班

3班

4班6班

7班

5班

8班

称名寺

←至花巻

至盛岡→

自
主
防
災
部
の
大
き
な
特
徴

２
人
８
組
で
避
難
を
口
頭
伝
達

　
自
主
防
災
部
の
活
動
の
中
で
最
も
注
目
し
た
い

の
が
、
情
報
班
に
よ
る
避
難
情
報
の
連
絡
方
法
で

す
。
情
報
班
は
、
地
区
内
の
災
害
発
生
状
況
を
確

認
し
ま
す
。
避
難
に
つ
い
て
は
必
要
に
応
じ
、
情

報
班
が
主
と
な
り
、
２
人
８
組
で
避
難
情
報(

自

主
避
難
、
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
、
避

難
勧
告
、
避
難
指
示)

を
口
頭
で
伝
達
し
ま
す
。

地
区
内
を
８
つ
の
班
で
分
担
し
、
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ

ス
）
な
ど
デ
ジ
タ
ル
手
段
が
便
利
な
時
代
に
あ
っ

て
も
、
口
頭
伝
達
を
優
先
し
て
い
ま
す
。

●主な活動事項
(1) 防災組織の編成及び役割について
(2) 防災知識の普及について
(3) 地区内の危険箇所点検について
(4) 防災訓練の実施について
(5) 情報の収集、伝達について
(6) 現場応急対策について
(7) 避難支援について
(8) 避難誘導について
(9) 自主避難について※避難行動要支援者の対象者は、独居高齢者、高齢者世帯、

要介護認定者、重度身体障がい者などです。

●
平
成
25
年
8
月
9
日

　集
中
豪
雨
発
生

　地
区
住
民
が
自
主
的
に
水
害
対
処
活
動
を
実
施

　

　⇒
集
中
豪
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
を
契
機
に
防
災
意
識
が
高
ま
る
　

●
平
成
27
年
６
月
16
日
　
突
発
的
集
中
豪
雨
発
生

●
平
成
28
年
10
月
よ
り
自
主
防
災
組
織
の
結
成
に
つ
い
て
検
討
委
員
会
実
施
　

　⇒

独
立
組
織
と
せ
ず
、公
民
館
事
業
の
活
動
組
織
と
す
る
こ
と
を
提
案

●
平
成
29
年
4
月
22
日
　
漆
立
自
治
公
民
館
自
主
防
災
部
結
成
　

　⇒

年
1
回
の
幹
事
会
開
催
：
自
主
防
災
部
の
活
動
に
つ
い
て
企
画
運
営
を
検
討

　
　
活
動
計
画
／
防
災
訓
練
／
研
修
会
／
講
演
会
な
ど

●
平
成
29
年
6
月
　
避
難
行
動
支
援
者
、登
録
者
確
認（
随
時
申
込
可
能
）

●
平
成
29
年
7
月
9
日

　初
の
自
主
防
災
部
防
災
訓
練
開
催

　⇒

片
寄
小
学
校
へ
の
避
難
訓
練
　
39
人
参
加

●
平
成
29
年
7
月
9
日

　地
区
内
の
危
険
箇
所
の
点
検
活
動

　

●
平
成
30
年
3
月
　
自
主
防
災
部
講
習
会

●
平
成
30
年
7
月
　
自
主
防
災
部
防
災
訓
練

　⇒

地
区
内
を
8
班
に
分
け
て
口
頭
伝
達
の
訓
練
を
実
施

●
平
成
30
年
9
月
　
台
風
24
号
接
近
に
よ
る
避
難
準
備
・

　
高
齢
者
等
避
難
開
始
情
報
を
全
戸
に
口
頭
伝
達

●
平
成
30
年
10
月
　
自
主
防
災
部
講
習
会
　

●
令
和
元
年
8
月
　
自
主
防
災
部
防
災
訓
練

　⇒

避
難
情
報
伝
達
訓
練
、要
避
難
者
支
援
訓
練
、避
難
所
世
話
係
訓
練
な
ど
を

予
定
し
た
が
、高
温
注
意
情
報
が
発
表
さ
れ
、熱
中
症
防
止
の
た
め
中
止

●
令
和
元
年
10
月
　
令
和
2
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
申
請
　

●
令
和
2
年
4
月
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
採
択
さ
れ
、防
災
機
器
を
整
備

●
令
和
2
年
8
月
30
日

　防
災
機
器
の
展
示
と
防
災
訓
練（
無
線
交
信
訓
練
を
含

む
）を
実
施
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た自然災害から住民の命を守る手段の一つとして、町は町内会や自治公
民館などを単位とした自主防災組織の取り組みを推進しています。
　今回は、先進的な取り組みとして「漆立自治公民館自主防災部（以下、
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地域が共に助け合う自主防災

漆立自治公民館自主防災部の活動

町内の先進的な自主防災活動を紹介します！
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65歳以上の住民 ……………65人
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に位置し、山ひだから3本の沢が流
れています。山沿いに東北自動車道
が南北に通り、これと並行して農業
用幹線水路が居住地の山側を通っ
ています。

自
主
防
災
活
動
は

漆
立
自
治
公
民
館
事
業
の
一
部

　
漆
立
地
区
で
の
自
主
防
災
活
動
は
、地
区
の
現

状
を
踏
ま
え
住
民
に
過
度
な
負
担
を
掛
け
な
い
よ

う
に
自
治
公
民
館
事
業
の
一
部
と
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。自
主
防
災
組
織
の
役
員
は
、新
た
な
役
員
を

選
出
せ
ず
に
、自
治
公
民
館
長
、行
政
区
長
、農
家

組
合
長
、会
計
担
当
を
充
て
る
方
法
を
採
用
。自
主

防
災
組
織
の
名
称
を
漆
立
自
治
公
民
館
自
主
防
災

部
と
し
ま
し
た
。

漆立自治公民館
自主防災部活動計画（抜粋）

自主防災部の組織編成および役割

こ
れ
ま
で
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主
な
活
動
経
緯

漆立地区の状況

身
の
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に
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を
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自
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風
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前
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発
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集

中
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雨
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線
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ど
に
よ
る
水
害
と
そ
れ
に

よ
る
土
砂
災
害
に
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し
て
、身
の
丈
に
合
っ
た
防
災

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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情報の収集・伝達

現場応急対策班
土のう積

避難支援班
避難行動要支援者の避難支援

避難誘導班
地区民の避難誘導など

平成29年7月9日防災訓練（片寄小学校）
平成25年8月9日
公民館付近の交差点が浸水

平成29年7月9日
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（令和2年12月末現在）
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検
討
委
員
会
で
の
話
し
合
い

で
は
ど
ん
な
意
見
が
出
ま
し
た

か
？

　
こ
の
よ
う
な
組
織
を
き
っ
ち

り
作
っ
て
、自
分
た
ち
で
や
れ
る

か
不
安
だ
と
い
う
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。そ
れ
に
つ
い
て
は
、独
立

し
た
組
織
で
は
な
く
自
治
公
民

館
活
動
の
一
事
業
と
し
て
や
る
こ

と
を
館
長
と
し
て
提
案
し
ま
し

た
。高
齢
化
が
進
む
地
区
な
の

で
、負
担
が
大
き
く
な
る
の
で
は

と
考
え
た
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、

春
の
自
治
会
総
会
な
ど
で
、苦
に

な
ら
な
い
日
常
の
活
動
を
分
か

り
や
す
く
丁
寧
に
説
明
し
、活
動

計
画
の
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

宝くじ助成事業で防災機器を整備しました

コミュニティ助成事業とは 

　漆立自治公民館自主防災部では、一般財団法人自治総合センターの「コ
ミュニティ助成事業」を活用し、地区の自主防災活動に必要な防災無線やヘ
ルメットなどの防災機器を整備しました。

　コミュニティ助成事業とは、一般財団法人自治総合センターが宝くじの社会貢
献広報事業として、宝くじの受託事業収入を財源として実施している事業です。
　この事業は、コミュニティ活動に必要な備品や集会施設の整備、安全な地域づく
りと共生のまちづくり、地域文化への支援や地域国際化の推進および活力のある地
域づくりなどに対して助成を行い、地域のコミュニティ活動の充実・強化を図ること
により、地域社会の健全な発展と住民福祉の向上に寄与するために行っています。 
　「コミュニティ助成事業」の詳細については、一般財団法人自治総合センターの
ホームページをご覧ください。 

　新型コロナウイルス感染症の影響から、３密（密閉・密集・密接）を控えることが求められ、さまざまな催しや行
事、つどいの場までもが開催を見合わせる状況となりました。
　緊急事態宣言を受けた春先は、より３密を回避した生活が求められ、多くの人と会うことができない日々が続
きました。自宅でひっそりと過ごされた人も多く、私たちにとって改めて人と人とのつながりの大切さを再認識す
る機会となりました。　
　感染防止対策をとりながら、徐々にご近所や友人など身近な人たちとのお茶のみや交流が行われ始めていま
す。コロナ禍だからこそ、暮らしの中で気にかけ合い、人とつながっているということが大切です。これまでの身近
なつながりの大切さを再確認し、新しいつながりを築いていくことを町は応援しています。

　町全体が人とのつながりを大事にし、一人ひとりが気にかけ合うことを意識することが大切な今、皆さん
との情報共有を目的に、下記のとおりシンポジウムを開催します。たくさんのご来場をお待ちしています。

池田 昌弘さん
NPO法人全国コミュニティライフ
サポートセンター理事長

（社福）全国社会福祉協議会、（社福）
栃木県社会福祉協議会、（社福）東北
福祉会「せんだんの杜」副杜長（特別
養護老人ホームなどの施設長を併
任）を経て、2005（平成17）年7月から
現職。
　近年は日常の暮らしの中にある住
民同士の支え合いを「地域のお宝」と
し、制度やサービスを上手に活用しつ
つお宝を生かす地域づくりを推進。

●感染予防のため、以下の事項に該当する場合は参加を見合わせてください。
　①体調がよくない場合（発熱・咳・のどの痛みなどの症状がある場合)
　②身近なところで、感染もしくは感染が疑われる人がいる場合
●感染予防対策としてのお願い
　①会場では、マスクの着用をお願いします。
　②こまめな手洗い、アルコールなどによる手指消毒をお願いします。
　③シンポジウム終了後、約2週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、問い合わせ先まで速やかに報告してください。
※新型コロナウイルス感染症の状況によっては、中止する場合もありますので、ご了承ください。

みんなで考えよう
――

情
報
伝
達
の
工
夫
に
特
徴
が

あ
り
ま
す
ね

　
な
に
よ
り
も
確
実
に
、そ
し
て

早
く
情
報
が
伝
わ
る
方
法
は
何
か

を
考
え
て
決
め
た
の
が「
２
人
８

組
で
避
難
を
口
頭
伝
達
」す
る
方

法
で
す
。デ
ジ
タ
ル
時
代
に
ア
ナ
ロ

グ
か
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、素
早
く
全
地
区
住
民
に
確

実
に
情
報
を
届
け
る
た
め
に
最
適

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。今
後
は
ト

ラ
ン
シ
ー
バ
ー
を
活
用
し
た
方
法

も
考
え
訓
練
を
始
め
て
い
ま
す
。

―
―

自
主
防
災
組
織
の
今
後
は

ど
う
お
考
え
で
す
か
？

　
自
主
防
災
組
織
は
、自
然
災
害

か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、安
全
な

場
所
に
避
難
さ
せ
る
こ
と
が
主

な
目
的
の
組
織
で
す
。平
常
時

に
、自
分
の
地
域
の
何
が
危
険
か

を
知
る
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
計
画
し

て
い
ま
す
が
、い
つ
も
地
区
の
人

全
員
が
参
加
す
べ
き
だ
と
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。そ
れ
ぞ
れ
住
民

が
必
要
だ
と
思
う
活
動
に
参
加

す
れ
ば
い
い
の
で
す
。「
必
要
な
取

り
組
み
に
必
要
な
人
が
集
ま
る

体
制
づ
く
り
」が
良
い
と
思
い
ま

す
。日
々
の
活
動
と
学
ぶ
姿
勢
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

～気にかけ合うこと・人とのつながりの大切さ～

紫波町生活支援体制整備事業 シンポジウム

コロナ禍から学んだ
普段からの気にかけ合い　人とのつながり

参加費
無料

日　　時

会　　場

講　　師

活動発表

基調講演

申　　込
受付期間

２月13日（土）　午後1時15分～3時30分
情報交流館 2階 大スタジオ（オガールプラザ内）
（開場 午後0時30分）

おそれながらも集う ～コロナ禍での人とのつながり～
午後1時20分～2時

コロナに負けない！地域活動発表会
午後2時10分～3時25分

1月18日(月)～2月9日(火)

●お茶っこの会から地域のつながりへ　志和２区／小田中 久夫さん
●紫波中央駅での関わり　紫波町シルバー人材センター／菊池 政雄さん
●ラジオ体操をきっかけに　古館13区町内会／上杉 等さん
●一年間で出会った地域の人々　紫波町生活支援コーディネーター
　／佐藤由美子さん・菅波久美子さん

特定非営利活動法人　全国コミュニティライフサポートセンター
理事長　池田 昌弘さん

先着50人

要申込

参加される皆さんへのお願い

申込・問合せ 長寿介護課 高齢者支援室　☎672-2111 内線 1231

問合せ 消防防災課 消防防災室　☎672-2111 内線 2360

自主防災組織設立と今後への期待
必要な取り組みに必要な人が集まる体制づくり

INTERVIEW
イ ン タ ビ ュ ー

漆沢 功さん
（自主防災部副部長）

小田中 悦郎さん
（漆立自治公民館館長・自主防災部部長）
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宝くじ助成事業で防災機器を整備しました

コミュニティ助成事業とは 

　漆立自治公民館自主防災部では、一般財団法人自治総合センターの「コ
ミュニティ助成事業」を活用し、地区の自主防災活動に必要な防災無線やヘ
ルメットなどの防災機器を整備しました。

　コミュニティ助成事業とは、一般財団法人自治総合センターが宝くじの社会貢
献広報事業として、宝くじの受託事業収入を財源として実施している事業です。
　この事業は、コミュニティ活動に必要な備品や集会施設の整備、安全な地域づく
りと共生のまちづくり、地域文化への支援や地域国際化の推進および活力のある地
域づくりなどに対して助成を行い、地域のコミュニティ活動の充実・強化を図ること
により、地域社会の健全な発展と住民福祉の向上に寄与するために行っています。 
　「コミュニティ助成事業」の詳細については、一般財団法人自治総合センターの
ホームページをご覧ください。 

　新型コロナウイルス感染症の影響から、３密（密閉・密集・密接）を控えることが求められ、さまざまな催しや行
事、つどいの場までもが開催を見合わせる状況となりました。
　緊急事態宣言を受けた春先は、より３密を回避した生活が求められ、多くの人と会うことができない日々が続
きました。自宅でひっそりと過ごされた人も多く、私たちにとって改めて人と人とのつながりの大切さを再認識す
る機会となりました。　
　感染防止対策をとりながら、徐々にご近所や友人など身近な人たちとのお茶のみや交流が行われ始めていま
す。コロナ禍だからこそ、暮らしの中で気にかけ合い、人とつながっているということが大切です。これまでの身近
なつながりの大切さを再確認し、新しいつながりを築いていくことを町は応援しています。

　町全体が人とのつながりを大事にし、一人ひとりが気にかけ合うことを意識することが大切な今、皆さん
との情報共有を目的に、下記のとおりシンポジウムを開催します。たくさんのご来場をお待ちしています。

池田 昌弘さん
NPO法人全国コミュニティライフ
サポートセンター理事長

（社福）全国社会福祉協議会、（社福）
栃木県社会福祉協議会、（社福）東北
福祉会「せんだんの杜」副杜長（特別
養護老人ホームなどの施設長を併
任）を経て、2005（平成17）年7月から
現職。
　近年は日常の暮らしの中にある住
民同士の支え合いを「地域のお宝」と
し、制度やサービスを上手に活用しつ
つお宝を生かす地域づくりを推進。

●感染予防のため、以下の事項に該当する場合は参加を見合わせてください。
　①体調がよくない場合（発熱・咳・のどの痛みなどの症状がある場合)
　②身近なところで、感染もしくは感染が疑われる人がいる場合
●感染予防対策としてのお願い
　①会場では、マスクの着用をお願いします。
　②こまめな手洗い、アルコールなどによる手指消毒をお願いします。
　③シンポジウム終了後、約2週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、問い合わせ先まで速やかに報告してください。
※新型コロナウイルス感染症の状況によっては、中止する場合もありますので、ご了承ください。

みんなで考えよう

――
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す
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。

～気にかけ合うこと・人とのつながりの大切さ～

紫波町生活支援体制整備事業 シンポジウム

コロナ禍から学んだ
普段からの気にかけ合い　人とのつながり

参加費
無料

日　　時

会　　場

講　　師

活動発表

基調講演

申　　込
受付期間

２月13日（土）　午後1時15分～3時30分
情報交流館 2階 大スタジオ（オガールプラザ内）
（開場 午後0時30分）

おそれながらも集う ～コロナ禍での人とのつながり～
午後1時20分～2時

コロナに負けない！地域活動発表会
午後2時10分～3時25分

1月18日(月)～2月9日(火)

●お茶っこの会から地域のつながりへ　志和２区／小田中 久夫さん
●紫波中央駅での関わり　紫波町シルバー人材センター／菊池 政雄さん
●ラジオ体操をきっかけに　古館13区町内会／上杉 等さん
●一年間で出会った地域の人々　紫波町生活支援コーディネーター
　／佐藤由美子さん・菅波久美子さん

特定非営利活動法人　全国コミュニティライフサポートセンター
理事長　池田 昌弘さん

先着50人

要申込

参加される皆さんへのお願い

申込・問合せ 長寿介護課 高齢者支援室　☎672-2111 内線 1231

問合せ 消防防災課 消防防災室　☎672-2111 内線 2360

自主防災組織設立と今後への期待
必要な取り組みに必要な人が集まる体制づくり

INTERVIEW
イ ン タ ビ ュ ー

漆沢 功さん
（自主防災部副部長）

小田中 悦郎さん
（漆立自治公民館館長・自主防災部部長）
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Spot news
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わ

　町は、犬を飼っている方 に々、愛犬との暮らし方について考え、しつけやマナーを学ぶ機会として、「犬
との暮らし方講座」を開催しました。この講座は、愛犬のしつけに関するお悩みをプロのトレーナーに直
接聞けることから好評をいただいており、本年度も定員を超える申し込みがありました。今回は、講座で
の学びの一部を紹介します。

愛犬との暮らし方について、
今一度考えてみませんか？

Q.人の意思を伝えるためにはどうしたいいか？
A.アイコンタクトで、犬と意思疎通する気持ちを作ることが大切です。犬の名前を呼ぶ→目と目を合わせる→褒める。
この一連の流れを繰り返します。
　犬に教える（学習させる）ためには、本能としての行動を利用したり、その行動を誘導することも必要です。
（吉田ドッグスクール　吉田 美樹子 講師）

　最近では、人と一緒に暮らし、行動や習性などが解明されている動物（犬や猫など）を「ペット」と呼ばずに「コ
ンパニオン・アニマル」と呼ぶことがあります。家族の一員
である、「彼ら」と仲良く生活していくために、ルールを守り、
愛情をもって暮らしていきましょう。

　「誰も見ていないからいいだろう･･･」というような安易な考
えで、飼い犬を放し飼いにしたり、ふんをそのまま放置しては
いけません。散歩の際は必ず袋を携帯し、公共の場所や他人
の土地・建物を汚さないようにしましょう。

　ＪＡいわて中央紫波地域もち米生産部会（滝浦新悦部会長）は12月
25日、町内農家が生産したヒメノモチを使用した７升分と５升分の特
大鏡餅を町に贈呈しました。
　鏡餅を受け取った熊谷町長は、「立派な鏡餅を贈呈していただきあ
りがとうございます。明るい新年、コロナ禍退散の願いを込めて飾らせ
ていただきます」と感謝を伝えました。鏡餅は、12月25日から１月7日
まで役場庁舎の１階ホールと情報交流館に飾られ、新年の幕開けに花
を添えました。

紫波の明るい新年を願い、町産の鏡餅贈呈

担当 環境課 環境室　☎672-2111　内線 2253

－暮らし方講座から－

犬との暮らし方講座～理論編～

飼い主の義務
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コロナ対策給付金・補助金の
申請はお済みですか？
～申請期限が近づいています～
１　地域企業持続化支援金給付事業
　町は、新型コロナウイルス感染症の影響を受けている事
業者に対して、事業の継続を下支えするため、国の持続化給
付金の給付要件に達しない事業者に給付金を支給します。
※国の持続化給付金との重複受給はできません
■対象者
　個人事業者（※１）・中小法人（※２）
※１ 町内に事業所を有する個人事業者などで、直近の確定

申告の納税地が町内である事業者（フリーランス含む）
※２ 町内に本社を有する中小企業その他法人
■要件
　ひと月の売上が前年同月比で、30％以上～50％未満減収し
ている事業者
■給付額（1事業者あたり）
　個人事業者　30 万円（上限）
　中小法人　　50 万円（上限）
■申請受付期間
　令和3年１月20日（水）まで　※当日消印有効

～経費対象期間と申請受付期間を延長しました～
２　紫波町地域企業感染症対策等支援事業費補助金
　町内事業者が経営を継続するために行う新型コロナウイ
ルス感染症の感染拡大防止対策や飲食店における業態転換
に対して、その経費を支援します。
■対象経費
　町内事業者であり、紫波町商工会が交付する地域企業経営
継続支援事業費補助金の交付を受けた者

■補助限度額
　1事業所（店舗・事務所など）当たり上限10万円
※ただし、紫波町商工会が交付する地域企業経営継続支援事

業費補助金の交付額が上限
■対象経費
　次の条件を全て満たす経費が対象となります。
１ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のために行う

対策の経費であること
２ 交付要領に定める経費であること
　①事業所における感染症対策に要した経費
　②飲食店における業態転換（テイクアウト、宅配、移動販売な

ど）対策に要した経費
　③鉄道業・道路旅客運送業における感染症対策に要した経費

詳細については、町ホームページに掲載している交付要領
をご覧ください。

３ 令和2年4月1日から令和3年1月31日までの間に発注、契
約および支払いが完了した経費であること

※経費にかかる消費税および地方消費税に相当する金額は、対象に含めない
※紫波町商工会が交付した地域企業経営継続支援事業費補助金、紫波

町が交付した紫波町理容業および美容業事業者応援事業補助金（以下
「他交付補助金」という）の交付対象経費が補助対象経費に含まれてい
る場合は、補助対象経費から他交付補助金の額を除く

■申請受付期間
　令和3年2月19日（金）まで　※当日消印有効
■問合せ

　必要書類など、申請についての詳細は町ホームページ
を確認いただくか、商工観光課 商工観光室へ問い合わ
せください。

　商工観光課 商工観光室
　☎672-2111　内線2214

1 事 業 者 向 け 支 援 情 報
紫波町役場の連絡先  ☎672-2111  FAX  672-2311 （記載のない場合の市外局番は019です）

新型コロナ対策新型コロナ対策特集特集

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止または延期としたイベント
　イベント情報についての最新の状況は、町ホームページをご覧ください。

予定日 イベント名 中止・延期 問合せ先（担当課）
令和3年1月26日（火）

2歳児歯科健康診査 中止 健康福祉課　☎672-4522
令和3年3月2日（火）

2 イベント情 報

紫波町成人式の延期について
　本年度の紫波町成人式は、開催に向けて準備に万全を尽くしていましたが、全国的な新型コロナウイルス感染症の拡大状況を考慮し、令和３年
度に延期します。成人式の延期日などの詳細が決まり次第、町ホームページ、広報『紫波ネット』であらためてお知らせします。
　式典に出席を予定されていた新成人の皆さんをはじめ、関係者の方々には大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解くださるようお願いします。
■問合せ　生涯学習課 学習推進室　☎672-2111 内線3120

持続化支援 感染症対策等支援
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0120-872-773

ナショナルＦＦ式石油暖房機を 
引き続き探しています

一酸化炭素（無臭）が室内
に漏れ出し死亡事故に至
るおそれがあります

〈リコール対象製品の特徴〉屋外に給排気筒もしくは煙突があります よく見つかっている場所

®
リコール対象製品（25機種）の品番　　　　　　　　は
パナソニックホームページにてご確認ください

OK-■■■■

リコール対象紙品をお引き取りの際は
１台当たり50,000円をお支払いいたします

リコール対象製品にお心当たりがある場合は
直ちにご使用を中止いただきご連絡をお願いします

【受付時間】 9：00～17：00 （土・日・祝日・弊社休日を除く）
パナソニック株式会社（旧社名：松下電器産業株式会社） ＦＦ市場対策本部

空家・空き部屋

実家・高齢者宅

物置・倉庫  など

給排気筒

煙突

品番

品番

品番 品番

品番
古館駅

●中島歯科

至花巻 ４号線

●ローソン
加藤医院
　●

たもり
●文

相心館 ゆう美容室

●

ゼ
ビ
オ
ス
ポ
ー
ツ

https://aisinkanyu.com/　*yu@posh.jp

〒028-3303 紫波郡紫波町高水寺古屋敷６-31
TEL019-676-5825 

●

イオン
スーパー
古館店

携帯・スマホから
ホームページにアクセス！

相心舘ゆう
美容室

相心舘ゆう
美容室

休館日         1月 11日・17日・18日・25日
2月 1日・2日・8日・14日・15日・21日・22日

新しくデザイン
  自分が決める
新しくデザイン
  自分が決める

美容
アルバイト
募集中

お年玉キャンペ
ーン実施中

　　ただし、要介護認定を受けている
人で、次の１、２の両方に当てはまる
場合は、町が交付する「主治医意見
書内容確認書」を「おむつ使用証明
書」に代えることができます。

■「主治医意見書内容確認書」を受け
られる人
1．おむつ代の医療費控除を受ける

のが２年目以降の人
2．介護保険の要介護認定の際に用

いる主治医意見書により、寝たき
りで尿失禁の状態であることが
確認できる人

　※確認書は申請により町が交付します
■交付場所・問合せ
　長寿介護課 介護保険室
　☎672-2111  内線1220～1223

	航空自衛隊 北部航空音楽隊
	 第42回定期演奏会
　航空自衛隊北部航空音楽隊の演奏
会が行われます。入場整理券が必要
です。詳しくは航空自衛隊ホームペー
ジをご確認ください。	 入場無料

■日時　２月１３日（土）
　開場　午後2時／開演　午後3時
■会場　岩手県民会館 大ホール（盛

岡市内丸13-1）
■申込方法　1月24日(日)必着
　往復はがきに①住所②氏名③電話番

号④車いすの利用の有無・介添人の有

無（介添人有の場合は介添え人の①～
③）をご記入の上、ご応募ください。抽
選結果は返信はがきでお知らせします。

　※往復はがき1通につき1人分(介
添人を除く)まで応募可

　※希望者多数の場合は抽選となり
ます。
■申込・問合せ　航空自衛隊 北部航

空音楽隊 広報係
　☎0176-53-4121 内線4823
　〒033-8604 青森県

三沢市後久保125-
7 航空自衛隊 北部
航空音楽隊HP係

	出張もりおか若者サポートステーション
	 適職診断＆就活相談会
	 in 紫波町図書館
　町図書館は、自分に合った仕事が分か
らない人、働くことに不安を感じている人
などを対象に、相談員による適職診断を行
います。ぜひご参加ください。  参加無料

■日時　1月21日（木）
　①午前11時〜11時40分
　②午後1時〜1時40分
　③午後1時40分〜2時20分
　④午後2時20分〜3時
■会場　町図書館 ミーティングルーム1
■定員　先着4人（各回1人）
■相談員　もりおかサポートステー

ション支援員

■申込・問合せ　1月16日（土）〜1月
　20日（水）の申込期間中に、町図書

館カウンターまたは電話で申し込み
ください。　☎671-3746
　　　	

	おしゃべり会
　心の病気を抱える人の家族が、普段話
せない悩みや苦しみ・病気の症状や服薬
などについて気軽に話ができる憩いの場
です。気軽にお越しください。 申込不要

■日時　２月３日（水）
　午前10時～11時
■会場　Caféゆいの木 フリースペー

ス（日詰字中新田227-1）
■問合せ　健康福祉課 福祉推進室
　☎672-2111 内線1322
　　　	

	こころのほっと相談
　眠れない、気持ちが落ち込むなど、心
の健康に悩んでいる人やその対応に
困っている家族を対象に、専門の医師
による相談会を開催します。相談を希望
する人は申し込みください。	 相談無料

■日時　２月８日（月）
　午後1時30分～４時
■会場　役場 相談室
■相談医師
　平和台病院 理事長 伴 亨 先生
■申込・問合せ
　２月４日（木）までに健康福祉課 福祉

推進室に電話で申し込みください。
　☎672-2111 内線1322

文化財防火デー 1/26（火）  「その火事を 防ぐあなたに 金メダル」  貴重な文化財を後世に伝えるため、皆さん
で町内の文化財を火災や災害などから守りましょう。 　■問合せ   紫波消防署 ☎676-7119
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※新型コロナウイルス感染症対策のため、イベントが一部中止・延期となる
　場合があります。詳細は各問合せ先にご確認ください。

意見交換会・意見公募

「紫波町地産地消推進条例」
　町議会は、地産地消の推進に関し基
本理念を定め、町、消費者、事業者およ
び生産者の役割を明らかにし、町内農
畜産物などの利用促進の基本を定め
た条例案をまとめました。
　このことについて、次のとおり意見
交換会と意見公募を行います。
　意見交換会に参加する人は、感染症
対策の一環として、マスクの着用にご
協力ください。

【意見交換会】 申込不要

■日時・会場
　１月20日（水）  彦部公民館
　１月21日（木）  ＪＡ志和生活会館
　１月22日（金）  役場 3階 302会議室
　いずれも午後6時30分～
【意見公募】
■公募期間
　１月13日（水）～２月１日（月）
■資料設置場所
　議会事務局、各地区公民館、町図書

館、ゆいっとサロン、町ホームページ
■提出方法
　ご意見とその理由、住所、氏名、年

齢を記載し、持参または郵送、ファ
クシミリ、電子メールで提出してくだ
さい。

■提出先・問合せ　議会事務局
　☎ 672-2111 内線3172
　 FAX  672-2311
　* gikai@town.shiwa.iwate.jp
　　　	

意見公募

「紫波町障がい福祉プラン
（障がい者計画・第６期障がい福祉計
画・第２期障がい児福祉計画）（案）」

　町は、令和３年度から令和５年度ま
での３年間を期間とする「紫波町障が
い福祉プラン（障がい者計画・第６期

障がい福祉計画・第２期障がい児福
祉計画）」を策定するため、原案に対
するご意見を公募しています。
■公募期間
　1月22日（金）～2月10日（水）
■資料設置場所
　健康福祉課、各地区公民館、町図

書館、ゆいっとサロン、総合福祉セ
ンター、町ホームページ

■提出方法
　ご意見、住所、氏名を記載し、持参ま

たは郵送、ファクシミリ、電子メール
で提出してください。

■提出先・問合せ
　健康福祉課 福祉推進室
　☎672-2111 内線1321
　 FAX  672-2311
　* fukushi@town.shiwa.iwate.jp

※いずれの意見公募も様式は自
由。町外の人は、
在勤・在学など町
との 関 わりをお
書きください。

　　　	

意見交換会

「紫波町森林整備計画」
　町は、「紫波町森林整備計画」の策
定に関する意見交換会を開催します。
どなたでも参加できます。感染症対策
のため、マスクの着用にご協力くださ
い。 申込不要

■日時　１月26日（火）
　第１部：午後３時～
　第２部：午後６時～
　※いずれかご都合のつく方にお越し

ください。
■会場　情報交流館 ２階 大スタジオ
■問合せ　環境課 林務室
　☎ 672-2111　内線2260

	紫波町図書館
	 特別整理期間による
	 休館のお知らせ
　町図書館は、年1回の蔵書点検のた
め、下記の間休館します。学習室は利
用できます。皆さんのご理解とご協力
をお願いします。
■休館日　2月1日(月)～5日(金)
　※休館中の本、ＣＤ・ＤＶＤ（要梱包）

の返却は、ブックポストへお願いし
ます。
■問合せ　町図書館 ☎671-3746
　　　	

	税申告用各種証明書を
交付します

〇要介護認定により障害者控除を受
ける人
　介護保険の要介護認定のある人
やその家族が、所得税確定申告で障
害者控除を受けるためには、確定申
告時に「障害者控除対象者認定書」
の提出が必要な場合があります。

■認定書が必要な人　本人または家
族が令和２年12月末時点（亡くなっ
ている場合は死亡日時点）で要介護
１～要介護５の認定を受けており、
町の確定申告相談会場以外で税申
告をする人

　※認定書は申請により町が交付し
ます。
■認定書が不要な人　町の確定申告

相談会場で税申告をする人や、「身
体障害者手帳」、「療育手帳」、「精神
障害者保健福祉手帳」などの交付
を受けている人

〇おむつ代に係る医療費控除を受ける人
　　所得税確定申告でおむつ代を医

療費控除の対象にするには、医療
機関で医師が発行する「おむつ使
用証明書」（証明書費用は医療機関
にご確認ください）と支出したおむ
つ代の領収書が必要です。

市民参加 皆さんのご意見をお寄せください
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南昌福祉の里
～医療・保健・福祉三位一体で

質の高い療園～医療法人社団 帰厚堂

■診療科目　内科／脳神経内科／リハビリテー
　ション科／脳神経外科／循環器内科
■診療日  月曜～金曜　■休診  土曜・日曜・祝日
■診療時間　9:15～17:00
　(受付時間：8:30～12:00、13:00～16:00)

〒028-3621 矢巾町広宮沢第1地割2番181
TEL：（697）5211・FAX：（697）5215 TEL：（697）3288・FAX：（697）0641

介護老人保健施設

敬愛荘

	町立こどもの家指導員
の採用試験を行います

■採用予定人数　1人
■応募資格　放課後児童支援員の資

格を有している人
■勤務条件　
　任用期間…令和3年4月1日から令

和4年3月31日まで
　勤務時間…1日6時間（週30時間）
　報酬…月額12万6270円
　手当…期末手当（6月・12月）、通勤

費用（町の規定による）
■勤務場所　町立こどもの家
■申込方法　申込書を配布するので

2月5日（金）までに、こども課 子育
て支援室にご連絡ください。書類選
考の上、面接試験により合格者を決
定します。

■面接日　2月15日（月）
■申込・問合せ　こども課 子育て支

援室　☎672-2111 内線3184
　　　	

	町立こどもの家放課後
児童支援補助員の採用
試験を行います

■採用予定人数　若干名
■勤務条件　任用期間…令和3年4

月1日から令和4年3月31日まで
　勤務時間…1日5時間（週25時間）
　報酬…月額8万8451円
　手当…期末手当（6月・12月）、通勤

費用（町の規定による）
■勤務場所　町立こどもの家
■申込方法　申込書を配布するので

2月5日（金）までに、こども課 子育
て支援室にご連絡ください。書類選
考の上、面接試験により合格者を決
定します。

■面接日　2月15日（月）
■申込・問合せ　こども課 子育て支

援室　☎672-2111 内線3184
　　　	

	行政事務員の採用試験
を行います

　町の一般行政事務に従事する行政
事務員（会計年度任用職員）の採用試
験を実施します。
■採用予定人数　５人
■受験資格　①高校以上を卒業した

人、②３年以上民間企業などにお
ける職務経験がある人、③パソコン

（ワード、エクセル）の基本操作が
できる人

■勤務条件　任用期間…令和3年4
月1日から令和4年3月31日まで

　勤務時間…1日6時間45分（週33
時間45分）

　報酬…月額14万2054円
　手当…期末手当（6月、12月）、通勤

費用（町の規定による）
■申込方法　総務課人事秘書室で

配 布または 町ホー
ムページからダウン
ロードした申込書類
に必 要 事 項を記 入

し、作文とともに２月５日（金）正午ま
でに提出。

■試験日・内容 書類選考ののち、面接
試験により合格者を決定します。

　面接　２月１９日（金）　町役場
■申込・問合せ　総務課 人事秘書室
　☎672-2111 内線2009
　　　	

	元気はつらつメンバー
養成講座【総合コース】

　町は、心身の健康や栄養について学
び、毎日元気に過ごすための方法を考
える講座を開催します。講義のほか、
運動や座禅も体験します。   参加無料

■日時　２月４日（木）、15日（月）、19日
（金）、26日（金）  全４日（４回コース）

　いずれも午前10時～12時
■会場　役場 1階 はつらつホール
■内容　「運動・栄養・心・歯」の講義や実技
■対象・定員　65歳以上 先着15人
■講師　運動：ＭＳスポーツ健康科学

研究所 主宰 作山 正美さん／栄
養：紫波町健康福祉課 森川 利佳 
栄養士／心：正音寺 住職 石亀 孝
文さん／歯：岩手県口腔保健支援セ
ンター 歯科衛生士 小山 恵子さん

■持ち物
　マスク、内履き、飲み物、筆記用具
■申込・問合せ
　１月15日(金)から申込受付開始
　健康福祉課 健康推進室
　☎672-2111 内線1341
■その他　咳や発熱などの症状があ

る人は参加をご遠慮願います。
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紫波町小屋敷字新在家90番地

☎019-673-8555
ラ・フランス温泉館http://www.lafrance.co.jp/検索ラ・フランス温泉館

お肌に優しいアルカリ性温泉
お問い
合わせ

町民
限定
Special Price

つるりん

紫波町民入浴割引紫波町民入浴割引ラ・フランス
温泉館

ラ・フランス
温泉館

大　人
700円➡
小　人
350円➡
420円
220円

◆上記金額はお一人様の料金となります。◆ラ･フランス温泉館フロントで「運転免許
証」「保険証」など紫波町民であることを証明できるものを提示ください。◆土・日・祝
祭日およびGW・お盆・年末年始期間等の当社が指定する期間はご利用できません。

㈲佐藤時計店 オガール店
☎672-5572

日詰店
☎676-2838

オガール店は紫波中央眼科の東隣です

コロナ対策としてHOYA最新AIアプリを利
用した非接触の安心な眼鏡計測による快
適なメガネをお作り致します。詳細は下記
のQRコードで音や動画でご確認ください。

コロナ禍でメガネ作りが変わります。
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【担当】 企画課 地域おこし協力隊 ☎672-2111 内線5126
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地域おこし協力隊だより

しわわ
shi•wa•wa

地域おこし協力隊
佐々木 由美子さん

2021年、新しい
スタートです！
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体の健康 元気はつらつアンケート調査結果
　町は、「元気はつらつ紫波計画」を推進するため、２年
に１度、元気はつらつアンケート調査を実施しています。
令和２年度の調査結果について、主なものを報告します。

●調査対象  20～80代の２０００人（無作為抽出）
●調査方法  無記名式の質問紙調査
●回答数  1005人　　●回収率  50.3％
●調査時期  令和２年４月～５月

●最も多かったのもの
　「食事（量や栄養バランスなど）」……………… 64.5％
●最も少なかったもの
　「たばこの煙を避ける」………………………… 11.2％
　健康のために、食事に一番留意していることが分かり
ます。また、たばこの煙を避ける人が少ない結果となりま
したが、たばこを吸う人の割合が少なくなっていることや
分煙が進んでいることから、避ける努力をしなくてもよく
なっているものと思われます。

健康のために心掛けていること

年代別の割合心・休養

　毎日の生活に充実感を感じる人の割合が大き
かったのは40代でした。
　一方、最も少なかったのは20代で、充実感を感じ
ない人の割合も他の年代に比べ、ひときわ大きいも
のとなりました。
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ほぼ毎日朝食を食べる人の割合栄養・食生活

　ほぼ毎日朝食を食べる人の割合は、20～50代でいずれ
も90％を下回りました。
　30代以上の年代では今回（令和2年）と前回（平成30年）
ではあまり差はありませんが、20代では朝食を食べる人の
割合が前回の69％から50％に大きく減少しています。

100

80

60

40

20

0
20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代

50%

69%
78%76%

87%
78%

87%87% 92%94% 97%97% 98%99%

令和2年平成30年

活発な生活活動を、毎日合計１時間以上
している人の年代別、男女別の割合

運動・
身体活動

　20代では男性の方が活発な運動する人が多いです
が、30代以上は女性の方が運動をしている人が多くな
ります。
※活発な生活活動（床そうじ、子どもと遊ぶ、介護、庭
仕事、洗車、運搬、階段の昇り降りなど）
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48%

53% 57%
53% 59% 54% 50%

35%
16% 16% 26% 19% 19% 19%

感じる どちらかといえば感じる 感じない
　町は、健康的な生活の実現のため、第３次元気はつらつ紫波計画を策定し、令和３年度から
の実施を予定しています。策定にあたり、元気はつらつアンケートの結果や町民の方々からの
ご意見を取り入れる予定です。

第３次
元気はつらつ紫波計画

アンケートの詳細
今回のアンケート結果をまとめたものを
町ホームページに掲載していますのでぜひ
ご覧ください。
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たばこを吸う人の年代別、男女別の割合

　たばこをやめた人の割合は年々増加しており、喫
煙者の割合は過去最低となりました。
　その一方、各年代別、男女別において、たばこを
吸う人の割合が最も多かったのは20代男性という
結果になりました。
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夕食後に、夜食や間食を食べる人の割合生活習慣病

　夕食後に、夜食や間食を
週３日以上食べる人の割合
は24.1％となりました。
　食べる習慣がない人の
割合は５割近くに上る一方、
約１割の人が、夕食後に夜
食や間食をほぼ毎日食べて
います。

　がんを防ぐための新12か
条を実践している人の割合
は、全て実践している人は
6％、一部は実践している人
は69％、何もしていない人
は25％となり、一部でも実
践している人は、前回と同様
70％以上となりました。

ほぼ毎日食べる

週に3～5日食べる

週に1～2日食べる
食べる習慣がない

10.7％

13.4％

47.1％

28.8％

がん予防を実践している人の割合

69％

25％

6％

全て実践している
一部は実践している
実践していない

①たばこは吸わない
②他人のたばこの煙を避
ける

③お酒はほどほどに
④バランスのとれた食生
活を

⑤塩辛い食品は控えめに
⑥野菜や果物は不足にな

らないように
⑦適度に運動
⑧適切な体重維持
⑨ウイルスや細菌の感染
予防と治療

⑩定期的ながん検診を
⑪身体の異常に気がつい
たら、すぐに受診を

⑫正しいがん情報でがん
を知ることから

がん予防新12か条歯科健診を受けている人の割合

　年に１回以上歯科健診を受けている人の割合は、年々増加傾向に
あり、前回に続き、今回も４割を超え、歯の健康に対する意識が年々
向上しています。
　歯が20本以上ある人の割合は、80代の人で28％となりました。
前回が16％でしたので、これを大きく上回りました。歯が健康でない
と、食べる楽しみが減り、また、内臓の病気などを引き起こすことが
あります。定期的に歯の健診を受けましょう。
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み が

欠きニシン
と

すき昆布の梅煮
身欠きニシン……… 4本
すき昆布（半切1枚）
………………… 20ｇ
ニンジン………… 70ｇ
梅干し……………… 1個

醤油……… 大さじ1
みりん… … 大さじ1
酒………… 大さじ1
砂糖…… 大さじ1/2
だし汁… … 150㏄

［4人分］
材料

A

身欠きニシンは、ニシンの干物です。
冬期の北日本では貴重な保存食です。

パーセンテージは端数処理のため、足しても100％にならない場合があります。
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【レシピ提供】
紫波町食生活改善推進員協議会
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福祉と健康の情報 健やかランド紫波

お忘れではないですか？
大人も子どもも大切な予防接種

福祉と健康
すこやか
情報室

（株）紫波フルーツパーク ☎019-676-5301
紫波町遠山字松原1-11 道の駅紫波200m奥 http://www.shiwa-fruitspark.co.jp/top.html 

あけましておめでとうございます
今年も自園自醸ワイン紫波を
よろしくお願いします

ワイン
オーナー
2021
募集中！

まるもり整骨院
☎019-671-1162（予約優先）

○受付時間
　平日　9:00～13:00
　　　 15:00～22:00
　土曜　9:00～13:00
　 ★土曜午後は予約のみ
○休診日　日曜・祝日
○駐車場　8台（テナント共有）

紫波郡紫波町日詰字丸盛222-1 プラス第一ビル１Ｆ
平日
夜10時
まで

駅
央
中
波
紫

アクロス
プラザ紫波

●

ユニバース
　●

岡
盛
↑

線
本
北
東

号
４
道
国

ささき歯科
●

店
輪
テ
ダ
ル
フ

●

日詰小学校
　　●

↓
巻
花

まる
もり

　

感
染
症
の
蔓ま

ん
え
ん延

を
予
防
す
る
た
め

に
、予
防
接
種
法
に
基
づ
い
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

実
施
期
間
の
終
了
日
が
迫
っ
て
い

ま
す
。対
象
に
当
て
は
ま
り
、予
防

接
種
を
ま
だ
接
種
し
て
い
な
い
人

は
、早
め
に
受
診・接
種
を
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
大
人
の
予
防
接
種

★
昭
和
37
年
4
月
2
日
～
昭
和
54
年

4
月
1
日
生
の
男
性

■
予
防
接
種
名　
風
し
ん
抗
体
検
査

お
よ
び
風
し
ん
第
５
期
定
期
接
種

　

対
象
者
に
は
、昨
年
５
月
末
に
ク
ー

ポ
ン
券
を
個
別
配
付
し
て
い
ま
す
。

■
実
施
場
所　
全
国
の
実
施
機
関

■
実
施
期
間　
令
和
4
年
3
月
31
日

（
木
）ま
で

※
ク
ー
ポ
ン
券
を
無
く
し
た
人
は
、健

康
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

★
本
年
度
65
歳
に
な
る
人
と
70
、75
、

80
、85
、90
、95
、１
０
０
歳
の
人

で
、過
去
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
受
け
て
い
な
い
人

■
予
防
接
種
名　
高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

　

対
象
者
に
は
、昨
年
6
月
末
に
接

種
券
を
個
別
配
付
し
て
い
ま
す
。

※
過
去
に
接
種
し
た
人
は
定
期
予
防

　

接
種
の
対
象
外
で
す
。

■
実
施
場
所

　

指
定
医
療
機
関（
指
定
医
療
機
関

外
で
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、事

前
に
健
康
福
祉
課
健
康
推
進
室
で

手
続
き
が
必
要
で
す
）

■
実
施
期
間　
3
月
31
日（
水
）ま
で

■
補
助
金
額　
５
０
０
０
円（
医
療

機
関
の
接
種
料
金
と
の
差
額
は
自

己
負
担
）

　

右
記
対
象
者
で
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
人
に
は
、医
療
機
関
の
定
め
る

金
額
を
全
額
補
助
し
ま
す
。接
種
前

に
健
康
福
祉
課
健
康
推
進
室
で
手
続

き
が
必
要
で
す
。

◎
子
ど
も
の
予
防
接
種

★
平
成
14
年
4
月
2
日
生
～
平
成
15

年
4
月
1
日
生（
高
校
３
年
生
）

★
平
成
22
年
4
月
2
日
生
～
平
成
23

年
4
月
1
日
生（
小
学
４
年
生
）

■
予
防
接
種
名　
日
本
脳
炎
第
2
期

予
防
接
種

　
対
象
者
に
は
、昨
年
4
月
上
旬
に
予

診
票
を
個
別
配
付
し
て
い
ま
す
。

■
実
施
場
所　
指
定
医
療
機
関

■
実
施
期
間　
3
月
31
日（
水
）ま
で

★
平
成
20
年
4
月
2
日
生
～
平
成
21

年
4
月
1
日
生（
小
学
6
年
生
）

■
予
防
接
種
名　
ジ
フ
テ
リ
ア・破
傷

風
第
２
期（
二
種
混
合
）予
防
接
種

　
対
象
者
に
は
、昨
年
4
月
上
旬
に
予

診
票
を
個
別
配
付
し
て
い
ま
す
。

■
実
施
場
所　
指
定
医
療
機
関

■
実
施
期
間　
3
月
31
日（
水
）ま
で

★
平
成
26
年
4
月
2
日
生
～
平
成
27

年
4
月
1
日
生（
令
和
3
年
度
に

就
学
予
定
の
幼
児
）

■
予
防
接
種
名　
麻
し
ん・
風
し
ん

混
合
第
２
期
予
防
接
種

■
実
施
場
所　
指
定
医
療
機
関

■
実
施
期
間　
3
月
31
日（
水
）ま
で

　

子
ど
も
の
予
防
接
種

は
、母
子
健
康
手
帳
を
必

ず
持
ち
、指
定
医
療
機
関

に
問
い
合
わ
せ
の
上
、受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

■問合せ  健康福祉課 健康推進室
☎672-2111　内線1345
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福祉と健康の情報 健やかランド紫波

〈担当・問合せ〉こども課 こども室　☎672-2111  内線3190／岩手県福祉総合相談センター　☎629-9605

WEBも!

このコーナーでは、毎月、町の子育て支援情報など、「子ども」に関する情報をお伝えしています。
今回は、厚生労働省から発表された「体罰等によらない子育てのために」についてお伝えします。

しつけと体罰はどう違うの？
　「しつけ」とは、子どもの人格や才能などを伸ばし、自律した
社会生活を送れるようにサポートしていくことであり、そのた
めには、大人が言葉や見本を示すなど、子どもが理解できる
方法で伝える必要があります。
　一方「体罰」は、身体に何らかの苦痛を引き起こす、または
不快感を意図的にもたらす行為（罰）とされています。

なぜ体罰がいけないの？
　体罰による子どもの行動の変化は、恐怖などによって行動
した姿であり、自分で考えて行動した姿ではありません。体罰
が繰り返されると、子どもの心身の成長、発達にさまざまな悪
影響が生じる可能性が、科学的にも明らかになっています。

体罰によらない子育てのた
めの工夫のポイント
1.子どもの気持ちや考えに耳を
傾けましょう

2.「言うことを聞かない」にもい
ろいろあります
3.子どもの成長・発達によっても異なることがあります
4.子どもの状況に応じて、身の周りの環境を整えてみましょう
5.注意の方向を変えたり、子どものやる気に働きかけてみま
しょう
6.肯定文でわかりやすく、時には一緒に、お手本に
7.良いこと、できていることを具体的に褒めましょう

　
1.子どもの気持ちや考えに耳を傾けてみましょう。
　相手に自分の気持ちや考えを受け止めてもらえたという
体験によって、子どもは気持ちが落ち着いたり、大切にされて
いると感じたりします。これは子どもも大人も同じです。意見
が異なっても、まずは子どもの気持ちを聞いてみることが重
要になります。

2.「言うことを聞かない」にもいろいろあります。
　子どもの「言うことを聞かない」にもいろいろな理由が考え
られます。「いやだ」というのは子どもの気持ちです。こういっ
た感情を持つこと自体はいけないことではありません。それ
に対して、保護者の対応もいろいろな方法が考えられます。
まずは一度冷静に子どもの「いやだ」という気持ちの理由を
考えることが大切です。

・「出かける時間になっても身じたくしない！」
　「身じたく」とひとくくりに声をかけてしまうと、何からやっ
てよいか分からないことがあります。やることを区切って、や
りやすいことから具体的に伝えましょう。また、できたことに
注目してそれを伝えることも有効です。
（例）「出かける時間だね。そろそろこの服に着替えよう。」
「自分で頑張って着替えられたね。じゃあ、次はカバンを
持ってきてね。」

・「座ってほしいときに座ってくれない！」
　子どもに意思があるので、指示されてばかりだと、反発した
くなることもあります。特に、自分でやりたい、という自我が芽
生える幼児期は、子どもが選べるように複数の選択肢を提示
して、子どもの意思を尊重するのも一つの方法です。
（例）「床か、この椅子か、どちらかに座ってね。」

　具体的な工夫のポイントについては、厚生労働省「体罰等に
よらない子育てのために～みんなで育児を支える社会に～」
をご覧ください。

子どもの権利が守られる、体罰のない社会へ
　児童相談所への児童虐待の相談件数は増加の一途をたどっており、「しつけ」と称した暴力・虐待により、死亡に至るなどの
痛ましい事件が続いています。こうしたことを踏まえ、令和２年４月から施行された児童福祉法の改正法では、「体罰」が許され
ないものであることが法定化され、「体罰」の範囲やその禁止に関する考え方、子育ての工夫などがとりまとめられました。

こんなことはしていませんか？
●何度も言葉で注意したけど言うことを聞かないので、
頬を叩いた。

●いたずらをしたので、長時間正座をさせた。
●宿題をしなかったので、夕食を与えなかった。

⬇
すべて「体罰」です。

●乳幼児の場合は、危ないもの
に触れないようにするなど、叱
らないでよい環境づくりを心が
けましょう。

●子どもが困った行動をする場
合、子ども自身も困っているこ
とがあります。子どもが自分で
できるような環境づくりを工夫
してみましょう。

●否定的な感情が生じたときは、それは子どものどんな言動が原因
なのか、自分自身の体調の悪さや忙しさ、孤独感など、自分自身
のことが関係しているのかを振り返ってみましょう。

●深呼吸して気持ちを落ち着けたり、ゆっくり５秒数えたり、窓を
開けて風にあたって気分転換するなど、少しでもストレスの解消
につながりそうな自分なりの工夫を見つけましょう。

保護者自身のポイント

子どもの状況に応じて、
身の周りの環境を整えてみましょう

体罰等はよくないと分かっていてもいろいろな状況や理由によって、
それが難しいと感じられることもあります。
一方で、安心感や信頼感、温かな関係が心地よいのは、
子どもも大人も同じです。
子どもとの関わり方の一例を紹介します。

●相手に自分の気持ちや考えを受
け止めてもらえたという体験に
よって、子どもは、気持ちが落ち
着いたり、大切にされていると感
じたりします。

●子どもに問いかけをしたり、相談
をしながら、どうしたらよいかを
一緒に考えましょう。

子どもの気持ちや考えに
耳を傾けましょう

POINT 01

POINT 04

●子どもに伝えるときは、「ここでは歩
いてね」など、肯定文で何をすべき
かを具体的に、また、穏やかに、
近づいて、落ち着いた声で伝えると、
子どもに伝わりやすくなります。

肯定文でわかりやすく、
時には一緒に、お手本に

POINT 06

●保護者の気をひきたい、子どもな
りに考えがある、言われていること
を子どもが理解できていない、体
調が悪いなど、さまざまです。

●「イヤだ」というのは、子どもの気
持ちです。こうした感情を持つこと
自体はいけないことではありませ
ん。重要なことでない場合、今は
それ以上やり合わない・・・とい
うのも一つです。

「言うことを聞かない」
にもいろいろあります

POINT 02

●子どもの年齢や成長・発達の状況に
よって、できることとできないことがあ
ります。また、大人に言われているこ
とが理解できないこともあります。

●子ども自身が困難を抱えているとき
は、それに応じたケアを考え対応
しましょう。

子どもの成長・発達によっても
異なることがあります

POINT 03

●子どもはすぐに気持ちを切り替えるの
が難しいこともあります。時間的に可
能なら待つことも一案です。難しけれ
ば、場面を切り替えるなど、注意の
方向を変えてみてもよいでしょう。

●子どもが好きなことや楽しく取り組めることなど、子どものやる気が
増す方法を意識してみましょう。

注意の方向を変えたり、
子どものやる気に働きかけてみましょう

POINT 05

●結果だけではなく、頑張りを認めるこ
とや、今できていることに注目して褒
めることも大切です。

●「一緒におもちゃを片付けよう」と共に行ったり、やり方を示したり
教えたりするのもいいでしょう。

●子どもの良い態度や行動を褒めること
は、子どもにとって嬉しいだけでなく、
自己肯定感を育むことにもなります。

良いこと、できていることを
具体的に褒めましょう

POINT 07

体罰等によらない子育てのための
工夫のポイント

手
を

つ
な
ご
う
ね

子どもとの関わりの工夫

こんなとき、どうする？（具体的な工夫のポイント）

　子育てをするのはとても大変なことです。子どもを育てる上では、支援を受けることも必要です。家族や友
人だけではなく、町や県で行われている子育て支援サービスなども積極的に活用しましょう。子育ての大変
さを保護者だけで抱えるのではなく、少しでも困ったことがあれば、下記までご連絡ください。

子育ては、たくさんの人の力と共に

「体罰によらない子育てのために」
リーフレット

（イラスト付き ▼

パンフレット版）
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ま
ち
●の 

話
題
身
近
な
ま
ち
の
話
題
に
つ
い
て
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　文化芸術やスポーツの振興に尽力した人に贈
られる県表彰を受賞した紫波町芸術文化協会会
長の菊池一政さんと岩手県山岳・スポーツクライ
ミング協会専務理事の畠山晃さんが11月20日、
熊谷町長へ報告に訪れました。
　文化分野で受賞した菊池さんは「コロナ禍では
ありますが、芸術に取り組む多くの皆さまのため
に尽力したいです。これからも、展示会など、優れ
た芸術作品が多くの人の目に触れる機会を増や
していきたいです」と気持ちを新たにしました。ス

ポーツ分野で受賞した畠山さんは「ボルダリング競技の指導者として、より多くの子どもがボルダリン
グに親しむ機会をつくりたいです。移動式のボルダリングウォールなどを活用しながら、競技人口の裾
野を広げる活動を展開していきたいです」と今後の意気込みを語りました。

　文化・スポーツ振興に尽力 功績が讃えられ、県表彰受賞　
左から畠山さん、熊谷町長、菊池さん

　町と日本郵便株式会社は11月17日、「包括
的連携に関する協定」を締結しました。同協定
は、郵便局員が配達中に、子どもや高齢者な
どの異変に気付いた場合や、道路の損傷など
を発見した場合に、町へ情報提供を行うこと
などを定めたものです。

　 　 日 本 郵 便 と 　 　 
　包括的連携協定締結　
　～地域活性化と住民サービス向上～　

左から藤原徹紫波郵便局長、熊谷町長 左から菅原貴弘代表取締役、熊谷町長

　町と株式会社エルテス（菅原貴弘代表取締役）
は12月16日、「紫波町における地域のデジタル
化推進に関する包括連携協定」を締結しました。
同協定は、ICTの利活用による暮らし心地の向上
や、地域のデジタル化推進に関する企画・立案に
ついて、連携を図るものです。

　エルテスとデジタル化　
　推進包括連携協定締結　
　～ICT（情報通信技術）を活用し、町内のデジタル化を推進～　

　岩手県交通安全功労者表彰を受賞した紫波町
交通指導隊の佐々木俊彦隊長と、市町村交通指導
員交通安全功労銀賞（勤続10年以上）を受賞した
紫波町交通指導員の髙橋國雄隊員が11月24日、
熊谷町長へ報告に訪れました。13年間にわたり隊
長を務める佐々木隊長は「交通指導に携わる皆さ
んのご協力に感謝しています。紫波町から交通事
故を1件でも減らすという気概を持って、巡回パト
ロールや高齢者向けの交通安全教室などを継続
し、交通安全の啓発を続けたいです」と力を込めました。

　飲酒運転根絶 交通安全の啓発活動の功績を讃える　

左から髙橋隊員、熊谷町長、佐々木隊長
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　町は、町民や町にゆかりのある人を対象に、4月開校の「西の杜小学
校」の校章デザインを募集しました。7点の応募があり、西部地区小中
一貫校開校準備委員会での選考の結果、小田中耕一さんのデザインに
決定し、12月7日に記念品贈呈式を開催しました。
　上平沢地区在住の小田中さんは「地元である西の杜小学校の校章
デザインに貢献できて光栄です。西の杜小学
校に通う子どもたちが、心も体も健康で賢く
育つよう思いを込めてデザインを考案しまし
た」と校章に込めた思いを話しました。

　 　 　 　 　 西 の 杜 小 学 校 の 校 章 決 定 　 　 　 　 　

　熊谷町長が、11月25日に100歳を迎えた浦田さんのもと
へお祝いに駆け付けました。「若いころは、とても働き者で、農
業に従事し家族を支えてくれました」と浦田さんへの感謝を話
す家族に祝福される中、町長から花束が贈呈されました。
　浦田さんの現在の楽しみは「ひ孫の成長を見ることと、デ
イサービスのみんなとおしゃべりすることです」とうれしそう
に話してくれました。長寿の秘訣は「なんでも食べること」と
言います。
　町内の100歳以上のご長寿は浦田さんを含めて26人で、
男性5人、女性21人です。（１２月３１日現在）

　   1 0 0 歳 お め で とう！  　
　 浦田 ノリ子さん（上平沢地区）　 

家族や熊谷町長に囲まれ、笑顔の浦田さん（前列中央）

　「光のページェント安心の街灯り
2020」の点灯式が11月27日、紫
波中央駅のロータリーで行われま
した。約2万5000球のLEDが設置
され、町の特産品であるブドウやリ
ンゴをモチーフとしたイルミネー
ションが新たに加わり、見る人を楽
しませていました。
　紫波地区地域安全推進協議会
会長を務める熊谷町長は「紫波中
央駅前のイルミネーションは、夜に
家に帰ってくる方々の心を和ませ
てくれます。イルミネーションを通
じて、町を明るくしていきたい」と
あいさつしました。

　 　 　 　 紫 波 中 央 駅 前 を 彩 る ペ ー ジ ェ ン ト 　 　 　 　
　 　 　 　 　 安 全 ・ 安 心 の 思 い を 込 め て 　 　 　 　 　

心も明るく照らすイルミネーション

左から侘美教育長、
小田中さん 西の杜小学校の校章
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持続可能な開発目標（SDGs）とは、2001年に策定されたミレニアム開発目標（MDGs）の後継として、2015年9月の国連サミットで採択
された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」にて記載された2030年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標です。

し
わ
ワ
ン

活動予定は紫波町図書館ホーム
ページの「イベント・行事」コーナー
からご確認いただけます

紫波に住んでいる、しばい
ぬの妖精。紫波の子ども
たちと、紫波の食べものが
大好き。48人（ひき!?）の
きょうだいがいるよ。

オ
ガ
ー
ル
広
場
に
て

おはなし会は３グループで
開催中！

おはなし会の様子

お
は
な
し
会
の
読
み

聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
だ
ワ
ン
。

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を

の
ぞ
い
て
み
よ
う
！

こ
れ
は
図
書
館
が
毎
月
行
って
い
る

「
と
し
ょ
か
ん
お
は
な
し
会
」の

様
子
で
す
。昨
年
は
コ
ロ
ナ
対
策
で
、

屋
外
で
の「
青
空
お
は
な
し
会
」も

開
催
し
ま
し
た
。

飛
び
入
り
参
加
も
大
歓
迎
で
す
よ
！

紫波町図書館
主任司書

吉田 めぐみさん

お
や
？

お
や
？

読
み
聞
か
せ
の
コ
ツ
は
、「
読
む

人
も
聞
く
人
も
楽
し
め
る
本
を

選
ぶ
こ
と
」。

家
庭
で
読
み
聞
か
せ
を
す
る
と
き
は
、

子
ど
も
を
膝
の
上
に
乗
せ
て
読
ん
で

あ
げ
る
、お
家
な
ら
で
は
の
ス
タ
イ
ル

が
お
す
す
め
で
す
。

し
わ
ワ
ン

し
わ
ワ
ン

こ
ん
に
ち
は
！

こ
ん
に
ち
は
！

た
く
さ
ん
の

子
ど
も
が
、広
場
に
集
ま
って

い
る
ね
。行
って
み
よ
う
！

かくれんぼ
小澤 由香里さん

しゃ・べーる
小笠原 悦子さん

おはなしパフェ
作山 智子さん

本
の
選
び
方

な
ど
に
困
っ
た
ら
、

図
書
館
で
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
。

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
ね
。

公
民
館
な
ど
へ
の

「
出
張
お
は
な
し
会
」

も
ご
相
談
く
だ

さ
い
！

〈おはなしパフェ〉
おはなし会は、ベルを鳴
らして「はじまり、はじまり」。
手遊びも取り入れた、楽
しい会です。

〈しゃ・べーる〉
子どもにも分かりやすい
工夫をしながら、紫波町
の昔ながらの言葉で、昔
話を楽しく伝えます。

〈かくれんぼ〉
パズル絵本や、立体絵本
などの読み聞かせにも挑
戦！手遊びも取り入れた
楽しいおはなし会です。

　
町
図
書
館
で
は
毎
月
第
三
土
曜

日
の
午
前
11
時
か
ら
30
分
間
、「
と

し
ょ
か
ん
お
は
な
し
会
」を
開
催
。

感
染
症
対
策
で
広
さ
を
確
保
す
る

た
め
、現
在
の
会
場
は
交
流
ス
テ
ー

ジ
で
す
。ど
な
た
で
も
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。年
度
内
は
１
月
16
日

（
土
）、２
月
20
日（
土
）、３
月
20
日

（
土
）に
開
催
予
定
。詳
し
く
は
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
い

た
だ
け
ま
す
。
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